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特定歴史公文書 > 県庁文書 > 戦前A >
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家督録
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特定歴史公文書 > 県庁文書 > 戦前A >
士族

原本全

原本全

原本全

原本全
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掲載

請求
掲載

請求
掲載

　

当
館
で
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
の
「
山
口
県
公
文
書
等
管
理
条
例
」
の
施
行
に
合
わ
せ

て
、
当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
目
録
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
の
改
修
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
修
は
、
旧
サ
イ
ト
の
イ
メ
ー
ジ
を
踏
襲
し
つ
つ
、
ペ
ー
ジ
の
整
理
と
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
機
能
追
加
を
主
と
し
た
も
の
で
す
。
以
下
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
追
加
さ
れ
た
機
能

を
紹
介
し
ま
す
。

■
各
種
様
式
の
自
動
作
成
機
能

　

条
例
施
行
に
伴
い
、
利
用
者
に
最
も
御
面
倒
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
る
と
予
想
さ
れ
た

の
が
、
閲
覧
利
用
に
係
る
各
種
様
式
の
記
入
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
閲
覧
・
撮
影
・
掲
載

に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
様
式
の
書
類
で
一
律
に
手
続
き
で
き
ま
し
た
が
、
条
例

施
行
後
は
特
定
歴
史
公
文
書
と

そ
れ
以
外
の
文
書
と
で
、
異
な

る
様
式
の
書
類
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
（【
図
１
】）。

　

閲
覧
室
に
お
い
て
は
、
紙
目

録
の
置
き
場
所
を
離
し
た
り
、

受
付
で
御
案
内
し
た
り
と
い
っ

た
対
策
を
し
て
い
ま
す
が
、
自

宅
等
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索

し
、
あ
ら
か
じ
め
様
式
を
作
成

す
る
場
合
、
な
か
な
か
御
案
内

が
行
き
届
か
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

特
に
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
で
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
と
そ
れ
以
外
の
文
書
が
混
合
し
て
表
示

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
適
切
な
様
式
に
記
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
結
果
一
覧
画
面
に
各
種
様
式
へ
の
自
動
入
力
機
能
を
付

け
ま
し
た
。
検
索
結
果
一
覧
画
面
に
リ
ス
ト
表
示
さ
れ
た
各
文
書
の
情
報
の
右
端
に
あ
る
、

「
閲
覧
（
請
求
）」・「
撮
影
」・「
掲
載
」
の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
、
必
要
に
応
じ
て
チ
ェ
ッ

ク
を
入
れ
た
後
、
ペ
ー
ジ
下
部
の
「
選
択
し
た
申
請
書
を
印
刷
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
文

書
名
・
請
求
番
号
・
数
量
が
、
適
切
な
様
式
に
振
り
分
け
て
入
力
さ
れ
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
が
出
力
さ

れ
る
仕
組
み
で
す
（【
図
２
】）。

文
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

文
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

改
修
し
ま
し
た

改
修
し
ま
し
た

【図１】　閲覧利用に係る様式の変化

【図２】　各種様式の自動作成機能
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729 文書名 椹野川筋山口市宮野地内 災害防除施設工
工一件

戦前戦後土木部729

特定歴史公文書 ＞ 県庁文書 ＞ 戦前戦
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請求番号

分類

原本全

原本全部閲覧可

即日閲覧可

原本閲覧可 複製等（原本閲覧に申請必要）

要審査
（別日に閲覧）

部分閲覧

非公開

全 複製全

刊本

非公開

要審査

デジタル全

原本部 複製部 デジタル部

　

住
所
・
氏
名
等
は
自
分
で
記
入
す
る
必
要
が
あ
っ
た
り
、
ペ
ー
ジ
が
変
わ
る
と
チ
ェ
ッ
ク

が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
た
り
と
い
う
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
利
用
者
の
反
応
を
み
る
限
り
、
様
式

に
悩
ん
だ
り
、す
べ
て
手
書
き
で
記
入
し
た
り
と
い
っ
た
負
担
感
は
低
減
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

■
公
開
状
況
表
示

　

当
館
の
特
定
歴
史
公
文
書
に
は
、
即
日
利
用
可
能
な
文
書
と
公
開
の
可
否
に
つ
い
て
審
査

を
要
す
る
文
書
、
全
部
公
開
の
文
書
と
部
分
公
開
の
文
書
、
全
部
非
公
開
の
文
書
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
特
定
歴
史
公
文
書
以
外
の
文
書
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
公
開
し
て
い
る
文
書
や
複
製

で
公
開
し
て
い
る
文
書
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
原
則
と
し
て
原
本
利
用
を
制
限
し
て
い

ま
す
（
原
本
閲
覧
に
は
別
途
申
請
が
必
要
）。

　

旧
サ
イ
ト
で
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
の
表
示
が
な
か
っ
た
た
め
、
来
館
さ
れ
て
初
め
て
公
開

状
況
が
わ
か
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
の
改
修
で
は
、
全
文
書
を
対
象
に
、

検
索
結
果
一
覧
画
面
に
公
開
状
況
を
表
示
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

新
サ
イ
ト
で
は
、
検
索
結

果
一
覧
画
面
に
リ
ス
ト
表
示

さ
れ
た
各
文
書
の
情
報
の
左

端
に
付
さ
れ
て
い
る
番
号

（
検
索
結
果
番
号
）
の
下
に
、

公
開
・
非
公
開
の
別
と
、
公

開
し
て
い
る
文
書
に
つ
い
て

は
全
部
・
部
分
の
別
、
複
製

物
の
有
無
を
ア
イ
コ
ン
で
表

示
し
て
い
ま
す
（【
図
３
】）。

　

あ
ま
り
目
立
た
な
い
改
修

ポ
イ
ン
ト
で
す
が
、
調
査
計

画
を
立
て
る
際
に
活
用
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

■
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
表
示
機

能
拡
張

　

今
回
の
改
修
で
は
、
デ
ジ
タ

【図３】　検索結果一覧画面の公開状況表示

【図５】　画像閲覧ウィンドウ表示までの操作

【図４】　画像閲覧ウィンドウ

ル
画
像
に
対
し
、
ペ
ー
ジ
送
り
機
能
や
回
転
機
能
、
反
転
機
能
等
が
付
い
た
ウ
ィ
ン
ド
ウ
が

表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

（【
図
４
】）。
冊
子
状
の
文
書
（
毛

利
家
文
庫
「
70
年
度
別
書
翰
集
」

な
ど
）
や
絵
図
を
ウ
ェ
ブ
上
で
閲

覧
す
る
際
に
便
利
で
す
。

　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
表
示
す
る
ま
で

の
操
作
は
、
①
検
索
結
果
一
覧
画

面
か
ら
当
該
資
料
を
選
択
、
ク
リ
ッ

ク
、
②
文
書
詳
細
画
面
（【
図
５
】

の
１
）、③
資
料
操
作
画
面
（【
図
５
】

の
２
）
に
そ
れ
ぞ
れ
表
示
さ
れ
た
画

像
を
ク
リ
ッ
ク
、
と
な
っ
て
い
ま

す
。
少
し
煩
雑
な
こ
と
か
ら
、
今
後

の
改
修
で
改
善
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

3



　

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日
、
第
一
五
回
「
歴
史
的
公
文
書
等
の
保
存
活
用
の
た
め
の
連
絡
会

議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
年
一
回
、
県
と
市
町
の
文
書
管
理

主
管
課
や
文
化
財
保
護
主
管
課
、
市
町
史
編
纂
担
当
等
の
関
係
職
員
、
図
書
館
等
文
化
施
設
の

職
員
、
文
書
館
地
方
調
査
員
な
ど
が
集
ま
り
、
歴
史
的
公
文
書
お
よ
び
地
域
資
料
の
保
存
活
用

に
つ
い
て
、県
と
市
町
が
相
互
の
連
絡
と
協
調
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
県
立
山
口
図
書
館
設
備
改
修
工
事
に
伴
う
臨
時
閉
館
に
伴
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

と
し
ま
し
た
が
、
三
四
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

山
口
県
で
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
「
山
口
県
公
文
書
等
管
理
条
例
」
が
施
行
さ
れ
、

公
文
書
管
理
の
在
り
方
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
現
在
、
文
書
館
で
は
管
理
条
例
の
も
と
で

の
新
た
な
態
勢
で
、移
管
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、市
町
の
方
々
と
話
す
中
で
、「
で

は
、
ど
の
文
書
を
歴
史
的
公
文
書
と
し
て
残
し
た
ら
良
い
の
か
？
」
は
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で

す
。
そ
こ
で
今
回
は「『
ど
の
文
書
を
将
来
に
残
す
か
』～
評
価
・
選
別
作
業
の
実
際
～
」を
テ
ー

マ
に
取
り
上
げ
、
評
価
、
選
別
作
業
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

報
告
１
で
は
、「
山
口
県
に
お
け
る
評
価
・
選
別
作
業
」

と
題
し
、
山
本
専
門
研
究
員
が
、
本
県
で
現
在
進
め
て
い

る
公
文
書
の
評
価
・
選
別
作
業
に
つ
い
て
、
報
告
２
で
は
、

「
市
町
に
お
け
る
公
文
書
の
評
価
・
選
別
事
例
」
と
題
し
、

吉
田
副
館
長
が
、
当
館
が
近
年
協
力
し
て
き
た
市
町
に
お

け
る
公
文
書
の
評
価
・
選
別
の
事
例
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
後
に
は
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
実
際
の
市
町
公
文
書
を
モ
デ
ル
と
し
て
作
成
し

た
模
擬
的
な
文
書
リ
ス
ト
を
題
材
に
、
評
価
・
選
別
の
演

習
を
行
い
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
と
も
熱
心
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
六
年
四
月
一
日
、山
口
県
公
文
書
等
管
理
条
例
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
下
、

当
館
は
「
特
定
歴
史
公
文
書
」（
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
県
の
公
文
書
の
う
ち
文
書
館
へ
移

管
さ
れ
た
も
の
。
従
来
の
「
行
政
文
書
」。
以
下
「
特
歴
」。）
に
係
る
業
務
を
担
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
設
備
改
修
工
事
に
よ
る
閉
館
が
あ
り
閲
覧
業
務
は
八
ヶ
月
に
止
ま
り
ま
し
た
が
、

そ
の
間
の
「
特
歴
」
利
用
者
数
は
の
べ
一
四
四
名
、
利
用
点
数
は
四
九
六
点
で
し
た
。
条
例
施

行
に
よ
り
、
利
用
者
は
、「
特
歴
」
の
場
合
「
特
定
歴
史
公
文
書
利
用
請
求
書
」
を
、「
特
歴
」

以
外
の
館
蔵
資
料
は
従
来
ど
お
り
「
閲
覧
票
」
を
提
出
す
る
形
と
な
っ
た
も
の
の
、
比
較
的
ス

ム
ー
ズ
に
運
用
で
き
ま
し
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
改
修
を
行
い
、
資
料
を
選
択
す
れ
ば
各
書
類

が
自
動
で
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
る
よ
う
改
善
し
た
点
も
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　

条
例
施
行
に
伴
い
、
県
総
務
部
学
事
文
書
課
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
、
廃
棄
予
定
文
書
か
ら

の
歴
史
公
文
書
の
評
価
・
選
別
、
お
よ
び
文
書
館
へ
の
「
特
歴
」
移
管
の
あ
り
方
が
大
き
く
変

化
し
ま
し
た
。
実
施
機
関
へ
の
廃
棄
予
定
文
書
リ
ス
ト
の
提
出
依
頼
、お
よ
び
文
書
館
へ
の「
特

歴
」
移
管
に
係
る
調
整
は
学
事
文
書
課
、
歴
史
公
文
書
の
評
価
・
選
別
、「
特
歴
」
の
受
入
れ
、

整
理
、
保
存
、
利
活
用
、
研
究
業
務
は
文
書
館
と
い
う
形
で
役
割
分
担
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。

　

評
価
・
選
別
は
従
来
同
様
リ
ス
ト
上
で
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
リ
ス
ト
選
別
で
は
文
書
内
容

が
つ
か
み
き
れ
な
い
部
分
が
残
り
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
年
度
か
ら
、
必
要
な

場
合
は
学
事
文
書
課
が
調
整
し
、
実
施
機
関
、
学
事
文
書
課
、
文
書
館
の
三
者
に
よ
る
協
議
の

場
を
設
け
、
実
際
の
文
書
を
も
と
に
歴
史
公
文
書
の
評
価
に
関
し
意
見
交
換
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
出
先
機
関
や
県
立
学
校
な
ど
遠
隔
地
の
場
合
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用

い
ま
し
た
。
協
議
を
通
じ
、
評
価
・
選
別
に
あ
た
っ
て
は
、
各
機
関
の
業
務
内
容
、
そ
れ
に
基

づ
く
文
書
作
成
の
あ
り
方
、
文
書
相
互
の
関
連
性
、
文
書
管
理
の
特
徴
、
県
業
務
に
係
る
国
・

市
町
、
お
よ
び
本
庁
・
出
先
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識

で
き
ま
し
た
。
条
例
は
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
よ
り
よ
い
公
文
書
管
理
を
め
ざ
し
、

実
施
機
関
、
学
事
文
書
課
と
と
も
に
一
歩
ず
つ
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

活用講座での報告会の様子

第第
1515
回回

「
歴
史
的
公
文
書
等
の
保
存
活
用
の
た
め
の

「
歴
史
的
公
文
書
等
の
保
存
活
用
の
た
め
の

連
絡
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

連
絡
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

公
文
書
等
管
理
条
例
が

公
文
書
等
管
理
条
例
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！
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毛利隆元知行宛行状（近藤家1（4の2））

　

今
年
度
、
一
一
家
、
四
四
五
点
の
諸
家
文
書
の
閲
覧
を
開

始
し
ま
し
た
。そ
の
中
か
ら
二
つ
の
文
書
群
を
紹
介
し
ま
す
。

■
近
藤
家
文
書

　

近
藤
家
は
、
近
藤
脩
行
の
時
に
近
江
国
に
住
ん
だ
こ
と
に

因
ん
で
近
藤
の
名
字
を
名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
近
藤

家
親
の
時
に
は
阿
波
国
に
移
り
住
み
、平
家
に
属
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、近
藤
盛
政
の
時
に
讃
岐
国
に
移
り
、「
弓
馬
之
故
実
」

を
極
め
た
と
さ
れ
ま
す
。
近
藤
吉
重
・
清
友
父
子
は
土
佐
国

の
長
宗
我
部
家
の
家
臣
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
清

友
は
出
奔
し
て
安
芸
国
の
毛
利
元
就
の
家
臣
に
な
っ
た
こ
と

が
、
こ
の
た
び
寄
贈
さ
れ
た
文
書
か
ら
確
認
で
き
ま
す
（
近

藤
家
３
）。

　

な
お
、
当
該
文
書
群
は
、
当
館
所
蔵
の
「
近
藤
清
石
文
庫
」

に
収
め
ら
れ
る
近
藤
家
の
系
図
に
も
文
書
の
写
し
が
書
き
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
来
、
同
一
の
群
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

■
飯
尾
家
文
書

　

飯
尾
家
は
、『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
36
に
掲
載
さ
れ
る
萩
藩

士
・
御
手
廻
組
の
飯
尾
九
右
衛
門
の
家
で
す
。『
萩
藩
閥
閲

録
』
に
よ
れ
ば
、
飯
尾
元
行
は
市
川
景
好
の
弟
と
さ
れ
、

飯
尾
常
直
の
養
子
と
な
り
ま
し
た
。
元
行
が
慶
長
十
一
年

（
一
六
〇
六
）
に
病
死
し
た
際
、
男
子
が
な
か
っ
た
た
め
、

景
好
の
実
子
・
元
勝
が
飯
尾
家
の
養
子
と
し
て
入
り
、
家
督

を
継
ぎ
ま
し
た
。

　

当
該
文
書
群
は
、
萩
藩
士
の
飯
尾
家
に
伝
来
し
た
文
書
で

す
。
内
容
は
、
飯
尾
家
の
動
静
を
表
し
ま
す
。
十
八
～
十
九

世
紀
頃
の
文
書
は
、
大
部
分
が
飯
尾
家
の
家
督
相
続
に
関
す

る
内
容
で
す
。
ま
た
、
飯
尾
家
４６
の
文
書
は
、
当
時
の
飯
尾

家
当
主
・
九
右
衛
門
は
髪
結
い
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、

藩
に
「
剃
髪
改
名
」
を
願
い
出
て
許
可
さ
れ
る
と
い
う
も
の

で
、
当
時
の
人
々
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
考
え
る
う
え
で
も

興
味
深
い
内
容
で
す
。

令
和
六
年
度
の

№ 文書名 点数 主な文書の年代 文書の特徴（関連地域、個人・家の歴史、就任役職等）

1 長井家文書 15 織豊期 文禄の役／赤間関

2 小川家文書（追加） 77 昭和12年（1937）～平成期 応召兵士

3 飯尾家文書 118 慶長8年（1603）～平成5年（1993） 御手廻組

4 飯田家文書（東京都） 4 明和8年（1771）～明治初年 蔵元付中間

5 下野家文書 13 昭和30～40年代 山口県立水産高等学校

6 近藤家文書 16 15世紀前半～慶長3年（1598） 近藤清石／近藤家文書

7 福場家文書 109 正徳3年（1713）～明治7年（1874）神社／社人

8 阿部家文書 9 寛延元年（1746）～嘉永7年（1854） 萩藩士（三十人通）

9 裏打紙文書 27 慶応2年（1866）3月頃 裏打ち紙

10 大野毛利家文書（追加） 48 15世紀後半～明治3年（1870） 萩藩士（一門）／石見国人

11 松原家文書（埼玉県／追加） 9 中世（応仁元年）～明治30年代 大内家臣／毛利家臣／萩藩士（山代三老／無給通）

■令和六年度の新収諸家文書
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当
館
で
は
、
令
和
四
年
度
よ
り
、
当
館
所
蔵
資

料
の
魅
力
に
触
れ
な
が
ら
、
歴
史
資
料
保
存
の
大

切
さ
と
山
口
県
の
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
の
関
心

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
当
館
職
員
に
よ
る

「
山
口
県
文
書
館
歴
史
講
座
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
は
毎
年
秋
以
降
に
、
三
、
四
回
に
分
け
て

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
内
容
は
下
表
の
と
お
り
、

当
館
所
蔵
資
料
に
関
連
さ
せ
て
、
中
世
か
ら
現
代

ま
で
の
様
々
な
テ
ー
マ
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
的
に
、Y

ouT
ube

に
よ
る
一
週
間
程
度

の
期
間
限
定
配
信
と
し
て
い
ま
す
。
都
合
の
よ
い

時
間
に
、気
軽
に
歴
史
の
話
を
聴
け
る
と
あ
っ
て
、

県
内
外
の
方
に
お
楽
し
み
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う

で
す
。
視
聴
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
興
味
深
い
資
料

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
、
県
内
の
歴
史
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
、
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
古
文
書
講

座
と
は
ま
た
異
な
る
角
度
で
資
料
を
読
め
る
と

い
っ
た
、
嬉
し
い
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
設
備
改
修
工
事
に
よ
る
閉
館
の
た

め
第
一
回
の
み
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
試
験
的
に

対
面
で
の
実
施
も
取
り
入
れ
ま
し
た
（
会
場
：
県

立
山
口
図
書
館
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
）。
将
来
的
に

は
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、
両
方
の
よ
さ
を
活
か

し
た
企
画
に
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

第
19
回
中
国
四
国
地
区
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
を
六
月
一
日
か
ら
九
日

ま
で
開
催
し
ま
し
た
。
近
年
は
、
異
常
気
象
に
伴
う
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化

な
ど
、
天
気
や
気
候
、
自
然
現
象
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度

当
館
で
は
、「
天
気
・
気
候
・
自
然
現
象
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
館
蔵
資
料

を
紹
介
す
る
企
画
と
し
ま
し
た
。

　

六
月
八
日
と
九
日
に
行
っ
た
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
展
示
は
、
閲
覧
室
を
会
場
と

し
て
行
い
ま
し
た
。
展
示
の
解
説
は
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
展
示
リ
レ
ー
ト
ー

ク
」
と
銘
打
ち
、
当
館
職
員
が
リ
レ
ー
形
式
で
、
山
口
県
立
山
口
図
書
館
レ

ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
月
二
日
に
は
「
文
書
館
を
使
っ
て
み
よ
う
！
」
を
開
催
し
、
当

館
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
実
施

を
見
合
わ
せ
て
い
た
「
書
庫
見
学
ツ
ア
ー
」
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
普
段
は
公
開
し
て
い
な
い
書
庫
を
見
学
さ
れ
た
方
か
ら
は
、膨
大
な「
現

物
」
資
料
に
圧
倒
さ
れ
た
と
の
お
声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
中
国
四
国

地
区
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

ウ
ィ
ー
ク
も
20
回
目
を

迎
え
ま
す
。
新
し
い
テ
ー

マ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な

が
ら
、
引
き
続
き
実
施

し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

歴
史
講
座
の
開
始
か
ら

歴
史
講
座
の
開
始
か
ら

��

３
年
経
ち
ま
し
た
！

３
年
経
ち
ま
し
た
！

天
気
・
気
候
・
自
然
現
象
と

天
気
・
気
候
・
自
然
現
象
と

��

や
ま
ぐ
ち
の
ひ
と
び
と

や
ま
ぐ
ち
の
ひ
と
び
と

～
文
書
館
資
料
か
ら
～

～
文
書
館
資
料
か
ら
～

第第
1919
回
中
国
四
国
地
区
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ウ
ィ
ー
ク

回
中
国
四
国
地
区
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ウ
ィ
ー
ク

��

（
令
和
６
年
６
月
１
～
９
日
）

（
令
和
６
年
６
月
１
～
９
日
）

19

令
和
４
年
度

第１回 防長素人義太夫懸賞投票～明治 33 年防長新聞企画と地域～ （重田）

第２回 戦国時代の江良氏について～毛利氏との関係を中心に～ （和田）

第３回 幕末期の下関戦争を描いた10枚の絵図～元治元年（1864）８月、誰が戦争を見ていたのか～ （山﨑）

令
和
５
年
度

第１回 幕末長州藩における年号 ｢元治｣ と ｢慶応｣ （山﨑）

第２回 近世・近代の寺社関係資料から～県庁伝来旧藩記録を覗く～ （重田）

第３回 処方記録からみる明治期山口県の地域医療 （真木）

第４回 徳山毛利家文庫「桜田日記」～江戸の記録を垣間見る～ （吉田）

令
和
６
年
度

第１回
「地理歴史防長唱歌」～唱歌で学ぶ明治期の山口県～ （山本）

戦後山口県における薬草栽培 （真木）

第２回
毛利氏時代の氷上山興隆寺修二月会～巻子表装に使われた「興隆寺文書」～ （田村）

長州藩軍艦・丙辰丸の図と「ノガワリ」 （山﨑）

第３回
安永期の徳山藩～藩主長病時の藩の活動～ （吉田）

目録今昔～多賀社文庫の近現代～ （重田）

令和４～６年度の歴史講座タイトル
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雲
谷
庵
と
い
え
ば
、
室
町
時
代
の
画
聖
・
雪
舟
の
ア
ト
リ
エ
と
し
て
著
名
で
す
。
現
在
、
山

口
市
天
花
に
佇
む
雲
谷
庵
は
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
再
建
さ
れ
た
建
物
で
す
。

　

こ
の
再
建
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、「
雲
谷
庵
誌
」（
近
藤
清
石
１
４
３
・
小
川
五
郎
６
２
９
・

吉
田
樟
堂
１
１
７
１
）
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
興
味
深
い
の
は
、
発
起
人
と
し
て
近
藤

清
石
・
矢
野
清
介
・
松
原
藤
雄
・
松
田
敏
樹
・
笠
井
順
八
・
吉
田
右
一
と
い
っ
た
錚
々
た
る
メ

ン
バ
ー
が
名
を
連
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
彼
ら
は
、
こ
の
雲
谷
庵
で
催
さ
れ
た
歌
会
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
一
コ
マ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
十
番
歌
合　

二
十
番
歌
合　

網
代
乃
競
争
」（
近
藤
清
石
33
）
は
、い
く
つ
か
の
歌
合
せ
（
歌

人
を
左
右
に
わ
け
て
詠
ま
れ
た
歌
の
優
劣
を
競
う
遊
戯
）
を
合
綴
し
た
資
料
で
す
。
面
白
い
の

は
『
網
代
乃
競
争
』
の
跋
文
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
近
藤
清
石
は
雲
谷
庵
で
酒
宴
を
催
し
、
さ
ら
に
酒
宴
が
盛
り
上
が
っ
た
と

こ
ろ
で
余
興
と
し
て
歌
会
を
始
め
ま
し
た
。
後
日
、
近
藤
清
石
は
歌
会
の
仲
間
に
こ
の
こ
と
を

話
す
と
、不
参
加
だ
っ
た
者
た
ち
は
こ
ぞ
っ
て
歌
を
詠
ん
で
近
藤
清
石
の
も
と
に
送
り
ま
し
た
。

近
藤
清
石
は
、
送
ら
れ
て
き
た
歌
を
左
右
に
わ
け
て
、
氷
魚
を
捕
る
網
代
に
例
え
て
歌
合
せ
を

行
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
雲
谷
庵
と
い
え
ば
雪
舟
の
ア
ト
リ
エ
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
ま
ず

思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
が
、
実
は
明
治
か
ら
大
正
の
初
年
に
か
け
て
の
雲
谷
庵
は
、
こ
の
よ
う
に

文
化
サ
ロ
ン
と
し
て
の
活
用
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
近
藤
清
石
が
没
し
た
後
は
、
こ
の
会
の

活
動
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
解
散
し
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
会
に
参
加

し
た
人
々
は
、
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
で
文
化
活
動
に
打
ち
込
む
姿
を
資
料
か
ら
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
ま
は
静
か
に
佇
む
雲
谷
庵
は
、
か
つ
て
は
歌
を
通
じ
た
文
化
の
香
り
立
つ
空
間
で
あ
っ
た

と
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

十
九
世
紀
に
入
っ
て
日
光
に
関
す
る
科
学
的
解
明
が
進
み
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
生
成
や
殺
菌
効

果
と
い
っ
た
紫
外
線
の
機
能
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
当
時
「
亡
国
病
」
と
呼
ば
れ
た

結
核
へ
の
対
策
を
は
じ
め
、
幅
広
い
効
果
が
期
待
で
き
る
健
康
増
進
法
と
し
て
日
光
の
効
率
的

な
利
用
が
模
索
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
初
期
に
は
、
場
所
や
季
節
を
問
わ
ず
紫
外
線
の
効
果
を
効
率
的
に
享
受
で
き
る
よ
う
、

人
工
的
に
紫
外
線
を
発
生
さ
せ
る

国
産
の
紫
外
線
ラ
ン
プ
（
太
陽
灯
）

や
、
一
度
に
複
数
の
人
が
紫
外
線

を
浴
び
ら
れ
る
紫
外
線
浴
室
も
開

発
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
へ
の
照
射
は
疾
病
予
防
の

目
的
で
と
り
わ
け
推
奨
さ
れ
、
白

石
小
学
校
（
山
口
市
）
で
は
医
務

室
に
太
陽
灯
が
設
置
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
（
写
真
１
）。

　

熊
毛
郡
上
関
村
（
現
上
関
町
）

の
私
立
病
院
は
、
医
院
か
ら
病
院

へ
の
転
換
を
記
念
し
て
「
紫
外
線

浴
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。「
太
陽

の
約
八
倍
の
紫
外
線
を
発
生
さ
せ

る
」
こ
の
装
置
を
宣
伝
す
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
（
写
真
２
）
に
は
、「
健

康
増
進
／
結
核
予
防
／
病
弱
恢
復
」

と
の
効
能
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
六
年
度
資
料
小
展
示
か
ら

令
和
六
年
度
資
料
小
展
示
か
ら

��

近
代
山
口
の
雲
谷
庵

近
代
山
口
の
雲
谷
庵

第第
1919
回
中
国
四
国
地
区
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
ウ
ィ
ー
ク

回
中
国
四
国
地
区
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
ウ
ィ
ー
ク

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
展
示
か
ら

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
展
示
か
ら

��

日
光
浴
か
ら
紫
外
線
浴
へ

日
光
浴
か
ら
紫
外
線
浴
へ

写真１　学校設備概要（行政資料 30 市町 -77）
写真２　紫外線浴室案内

（吉田家〈上関町〉追加 25）
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　当館には、戦前の天気図の綴りとして、
①梶山家文書（中央気象台発行：明治 21 年
〈1888〉～明治 24 年）、②厚狭郡役所文書（下
関測候所発行：大正11〈1922〉・12年・14年）、
③県庁戦前戦後土木部文書（下関測候所発
行：昭和 19 年〈1944〉・20 年）などが収蔵
されています。これらの天気図から、歴史
の教科書に出てくる大きな出来事が、どの
ような天候のもとで起こったのかを知るこ
とができます。ここでは大正 12 年９月１
日に発生した関東大震災の事例を紹介しま
す。

《関東大震災の日の天気図》
　大正 12 年９月１日午前 11 時 58 分頃未曾有の地震が関東地方を襲いました。写真上は、下関測
候所が発行した午前６時の天気図です。天気概況には次のような記述があります。
　「弱キ台風ハ北東ノ進路ヲ取リ、一日朝ハ越前福井付近ニ達シ七四八粍ニ衰ヘ、之ガタメ全国一
般ニ雨天ヲ催ヲシ、カナリノ雨量ヲ見タリ、︎関東北地方ハ目下風雨中ナルガ低気圧ノ衰ヘタル為メ
風力ハ弱シ。高気圧ハ根室南東方海上ヨリ小笠原島付近海上ニ亘リ、七五九粍ヲ示シ九州ヨリ近
畿地方迄ハ天気好良ニ恢復シツツアリ。コノ模様ニヨレバ、明日ノ
二百十日ハ北海道ハ前記低気圧ノ進路ニ当リ居レバ多少ノ風雨強キ
モ、九州、四国、本州ハ一般ニ平穏ニシテ好良ノ天気ナルベシ」
　写真下の８月 30 日の天気図からわかるように、日本列島へ台風
の接近が心配されていましたが、その台風は勢力を弱め、台風の
過ぎた西日本は天気が回復しつつあることを告げています。これ
から低気圧が近づく北海道以外は翌日の「二百十日」は平穏な天
候になると予想されています。台風一過に人々は一安心といった
ところです。
　ところが思いもよらぬ大地震がこの半日後、関東地方を襲います。
当然、９月１日の天気図には震災のことは書かれていませんが、翌
日の天気概況には「浜松以東震災ノ為電報不通」とあり、震災の影
響で気象情報が入ってこなかったことが記されています。

資料紹介

■戦前の天気図に見る「あの日の天気」

「天気図」[大正 12年（1923）9月 1日午前 6時］（厚狭郡役所文書 17-1）

８月 30 日の「天気図」（同資料）
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